寿で暮らす人々あれこれ　４９
横浜市寿生活館職員の方々
　寿地区に第1号のドヤ「ことぶき荘」が営業を始めたのは昭和31年。高度経済成長が最盛期を迎える前夜のこと。昭和35年から始まる60年代は高度経済成長の最盛期。この時期にドヤは急激に増えました。昭和40年には、ドヤは80軒にもなっていました。人口は約8,000人ともいわれていました。港湾や土木建築産業で働く日雇労働者と家族が主に住んでいました。子どもたち（0歳から15歳ころまで）は、1,000人から1,200人。
ドヤは、2～3畳の個室が主流でしたから、親子5人の生活は想像に余りあります。ドヤが形成された10年の間に、寿ドヤ街は、市民から西部の町などと呼ばれるようになりました。アメリカの西部劇に出てくる「無法者」を日雇労働者に重ねてイメージしたのでしょうか。現在は、そのような名前で呼ばれることはほとんどなくなりましたが、ドヤに住む方々への社会的な偏見は、根強く残っています。
　横浜市は昭和40年に寿地区に寿生活館という相談所を建設しました。ドヤで暮らす人たちには生活・医療・衛生・保育・教育・住宅などさまざまな問題が山積していました。寿生活館で働く職員は、自ら希望した方々ばかりでした。そして、その他のセクションへの異動はないのでずっと寿生活館で働くという条件でした。
　イワイさん　ウダさん　タナカさん　タニガワさん　ナガノさん等の職員は心から寿ドヤ街とそこで暮らす人々のことを思い独創的な活動を展開していました。公的な機関の中で、最も公務員らしからぬ公務員たちだったと僕は思っています。公的な役割の中で責任を全うしようとしている方、公的な責任を軽々と踏み越えて活動している方等様々な活動の仕方と個性を持った方々でした。それぞれ個性を発揮しながら活動の仕方をめぐって時に真っ向から激論を交わす。勤務時間に精力的に活動を展開する方、勤務時間外に街の労働者、お母さん、子どもたちと活動を展開し中にはドヤに住み活動する方もいました。それぞれがお互いに議論し協力し寿ドヤ街の内・外で様々な活動を展開していました。
　寿福祉センターが設立されたのは、昭和43年です。僕はこの熱気あふれる活動の中に最初から参加できる幸運に恵まれました。各ドヤの帳場（管理人）さんともみんな知り合いとなり、ドヤに住む方々の生活や医療や子どもたちの問題などいつも親身に話し合い協力できる体制ができていました。　寿生活館の職員の方々は、福祉大学・専門学校を出た方とは限りません。様々な経歴をお持ちの方もいらっしゃいました。発想も違います。でも、寿で暮らす人々の問題により添って共に考える方々でした。酔った方と共に一夜を過ごしたり、吐いたゲロを平気で両手ですくって片づけたり単なる理解者を越えた付き合いがありました。今でも、寿ドヤ街では、寿で働く方々と寿で暮らす方々との間に目に見えない信頼関係があるのは、草創期の活動で培われた「なにか」が今に伝わっているからと思えてなりません。　以下次号　寿生活館職員の方々　その２
